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窒素工業の促進政策が押し進められていった。
この合成窒素生産は，戦前，窒素肥料 AG(グナップサック工場)， ハイエリッ
シェ窒素企業 AG(トロストベノレク工場)， B. A. S. F. (オッパウ工場)の3会社
が行なっていた。この B.A. S. Fー は，化学工業の 2大利益共同体の一方り中
心をないす巴山合成窒素生産の拡大を国家政策とすることを要求していた





他方， ドイツ銀行の系列に入っているパイエリッシェ窒素 AGは， 褐炭電力
によるコ λ ト高によって終戦後の収益が保証されない二とから， 15年間の国家
の販売保証主要求し，補助金・貸与による契約のみを主張する国側と対立した
のである。 しかし， ドイツ銀行のへんフェリッヒが大蔵大臣になるに及んで
く1915年λ この対立は解決し， 契約が締結されている。 ζの契約により，ノミイ
エリッシェ AGが，褐炭と結合する土地2ケ所を調達しく中ドイツとオーバー γ
ι レ ジェンのヒョルゾウ)， ここに国の資本投下で 2工場〔石炭窒素製造〉が設立
された。同会社は，報酬と利益参加を得て25年間の経営を担当することになっ
ている。更に，ジーメ γ九とともに電機L業を2分する A.E. G. (ヲー テナウ
会長〕が， ζのピ ステリッツ工場への褐炭火力発電による治大な電力供給。
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門と違い，戦前には外国系企業1社(スイスの代理会社)が存在するだけであっ
た。アノレミの世界生産は，スイス，アメリカ， フランス等の少数の会社が独占
し， ドイツは，スイス， フヲ γスの独占企業の市場支配の下に，世界のアノレミ
ニウム市場での最大消費国 (1912年27%)であった。 1901年には「国際アルミニ
ウム';//ジケ ト」が成立しに独占価格〔ドイツ国内己25，-..3.25M per 1 kg)叫
が維持され，企業新設が禁止されていたが， 1908年にはシy ジケートが解体し，
激しい国際的競争の展開の中で技術羊新と価格低下が生じ(ドイツ国内・ l回~


















1申 Ebenda，SS. 14-16 












に設立を見た合同アノレミニウム丁場 AG(以下 V.A. '^つに移譲させ， メタノレ











てその電気機械，電力供給における結びつきを志向するA.E. G とジーメ γ
九とともに，水力発電とアルミ生産を結合するイ γ ヴェルク・パイエリアジェ
.アルミヱウム AGを設立していったりである。
1争 FelixGuggenheim， Der 止utschereichseigene Industn'ekQnzern， 1925， Zuricher volks 


























奨励され発展「ることになったのである。この中で A.E. G.は， アノレミ工場
への電力供給契約をもとにユレク 1ロヴェノレケ AGを設立したのであり， こ
l$) H. Speckhardt， a. a. 0.， S.19 









































アノレミニウム， マンガン等の軒令属(原料〕と電力・フザλ ・石油(エ不ノレギー )の
利用の急増であり，かつ諸化学合成品産業の隆盛である。例えば，窒素生産の










1~ 島田悦子「欧州鉄鋼業の集中と独占J 昭和450年， 37頁。
1$ 関口尚志， ドイツ草命とファッ γズム「経済学論集」第34巻第2~-， 1968. 41買.






















Donald H. Wallac-e， Market Contアvlin the Alun1iniu1n Industry， 1937， 
Appendix F. ;佐藤定幸， アメリヵ・アルミニウム産業発達小史. (一橋大〕
「経済研究」第17者第2号， 1966午固
第 2表 アルミ三ウム生産 第 3表 アノレミュウム価格
と消費(t ) 〔独，米国内〕
産 費
1913 1.000 13.600 
1920 12.000 16.800 
1923 17，000 22，300 
1924 20.000 24.000 
G. Gunter， Die deutsche Roh- Guggenheim， a. a. 0.， S. 25 
alununiunlIndustrie， 1931， S. 33 
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の V.A. W 株を買い七げ (14，4百万M株式。買上げ 25%価樋の10，6百万M株の
支払金の返済)，逆に2企業には V.A. W の営業に対する巾広い協働を保証
し，毎年の報酬と国家消費以外の専売権が与えられた。その後，国家はこの協
働を停止した。その上で「生産を能率のよい収益性のある工場に集中するため
に」町，ノレムメノレスプノレグとホレンの両工場が停止され， ピッターフ z ノレト工場
を上記両会社に売却した。 同時に， R. W.Eー とギウリニ兄弟会社から株買
い上げが行なわれたエノレフトヴェノレク AGは，全株が大蔵省から V.A.Wー
に移されて統合されている。 このようにして基盤を確立した V.A.W.は，
19) Gu呂genl肥 1111，μ U. 0.， S.20 
抽 Ebenda.S. 20 




の全株(A.V. W とその子会社ェルフトヴェルク AGで分割U)，②アルミ圧延工場
獲得のため鉄・金属工業 GmbH の50%~ ①V.A.W. の毒事土を化学的に加工















他の独占企業と同じくヨーロッバに進出を図った Alcoa社は， V.A.W へ





2② StaudInger， a.a. 0.. S. 47 
2~ 佐藤定本アメリカ田アノレ ξニウム産業発達小史， I経済研究」第17巻第2号， 1966. 133'頁。
2~ 同上， 133，買。




オ パーシュレージェ Y劃譲によりヒョノレゾウ工場が喪失したc しかしp 戦前
ドイツの独占的地位をひきつぎ，窒素部門は新興の化学産業の拠点として発展
L， 1. G フアノレベン・コンツヱノレンの発展の基盤をつくったのである。
第4表 ドイツにおける窒素生産グノレ プ
グノレ プと会社 t 純窒素
1 1. G. 77/レベン工業コンツェルγ 862，000 
2 ドイツアンモニア販売連合 GmbH 200.000* 
3 バイエリッシェ窒素企業 AG 90，000 
4 コークスグェ/レク・ヒェーミヅシュブァプりグ AG 6，0口0
5 ドイツカス工業経済連合，ガスコークスシンゾケート AG 6，000 
Grosrnann u. Weicksel， Die品'tickstQ♂ndustrieder Welt， S. 57 半1930/31
ヒョノレヅウエ工場は，ポーランドの国家所有に差押えられたが， ピ-7、テリ
ッツ工場は大蔵省に移譲され， 中ドイツ窒素企業 AGに転換され全株が園家
所有となった(1920年， 60百万M)。またノミイエリッ γ ェ窒素企業 AG(トイツ銀
行系〕と国との共同で設立されていた水力発電設備とカーハイド工場か、ルト〉
は， 国家に移譲された後に， ノミイエリッ γェ発電所 AGに転換されている。








2$) H. Grosmnann， StickstoJ.芦ndustrieund Weltu.rirtschaft， 1926， S.58 f 
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第5表世界の窒素生産と消費 (1000t純窒素)
〔生産〕 1909/13 1926/27 1928/29 
チリ硝石 400 200 500 
アンモニア 210 310 405 
合成窒素 25 735 1.100 
635 1，245 2，005 
全世界消費 611 1. 339 1，885 














年 石 炭 褐 炭 水 力
1913 63. 3 23.0 11. 6 
1Y22 48. 3 41. Z 9. 7 
1929 41.0 45.1 13.3 
1933 33.5 47.7 18.6 
Car1， Krecke， Die E.ηergun叫吋schaftim nationalsozialistischen 
~taat， S. 4，1 
26) Eb(!{llda， S.59 
石褐
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第7表 ドイツのエネルギー生産と消費(t 1000) 
1413 1926 
生 産 消 費 生 産 消 費
炭 190，1口9 157，919 14邑， 296 110，025 
炭 87，233 91，680 139， 151 141，087 
]， Neubauer. Die Strukturveranderungen deγ deutschen Kraft叫出品。β






つついてニーダーラウジァツアー発電所 AG(プラ γ ・ポーヴェリ・「ンツ z ノレ
ジ系プに参与してそのトラッテ Y F'ノレフ発電所とそれに結合した褐炭坑を確保











2tr }ohannes Neubauer， Die 品rukturveranゐ1ungender企utscheπKraj品叫rtschaftsiit 














J. Neubauer， a.a. 0.， S.31 























設を株式参与の見返りに R.W. E.に売却し， R. W. Eはそれらを整理再編
していったのであるべ戦後の財政危機と資金不足，特にインフレーショ γ と






2申].Asriel， Das R. W. E.， 1930， SS. 213-215 
2@ Ebenda， S. 209 











ナ，タノレムγ ュタット，ディ λ コY トの回大銀行の代表が席をつらね，議長は
合同製鋼の総支配人フェ-，，'ラが坐り， ドイツ電気経済の 1つの「白治組織」町
〈国家独占的協定の組織)となったのである。
(3) すでに述べた以外にも， 州， 自治体の「古い公企業J(発電所〕の再編
「合理化」と集中は，次の方向でもなされた。諸自治体が発電所を統合・整理









神加藤栄 ，ヴァイマー ノレ期ドイツ資本主義の構造と運動. r社会科学研究」第16巻.60頁.
3D 日銀調査局「ドイツイソフレ ションと財政金献政策」昭和21年，実業之日本社， 284-288頁ω
32) J. Asriel，仏仏 0..S. 215 
3) Ebenda， S.233-236 






3 V. I. A. G の成立
プ戸イセγ でほ，先のプロイセγエレクトラ AG以外にも，石炭・鉄鋼で
の「古い公企業」の株式会社への転換と持株会社への統合が行なわれたο 即ち，
1923年にプロイサーグ(右炭ー鉄鋼)， 1927年 kベノレニア AG(16子会社，石炭
鉄鋼)が設立きわ 9 安定期の「合理化」運動の中で参与を拡大しつつ， 1929年








に)にともない， 全てのグループの国家所有の株式は，このV.I. A. G.に移
され Iコンツェルン」が成立した。ここに第1次大戦より現在に至るドイツ
国有企業の特色ある形態白出発点が完成したのtある。このV.I. A. G の監
査役には 5大銀行の頭取とクレックナ(クレックナー・コンツェルン〕が席を占
め， ドイツ金融資本の経済「合理化」の拠点となってし、たい特にB ヨY ツ L
YレYの機関銀行たるヲイヒス・グレジット AGの監査役には， ドイツ金融資
本の産業的背骨たる 2大連合トラスト(I.G フアルベンと合同製鋼〉の代表， シ
ュミット，フェーグラーが席を占めている問。とのヲイヒス・クレジット AG
3-D Staudinger， a 仏 Oリ S.64;ヨングハウス，前掲書.19頁。
第l次大戦後ドイツにおける国家コンツヱルγの形成と産業再編成 (205) 57 
は， コンツェノレγ内の金融的操作と均衡を図ったのみでなく，外債・外国での
信用の獲得を容易にしつつ，それをもとに私的大企業，大銀行とのみ取引を行
















3$ Ernst Wagernann， Wa kommt das viele Geld her?， 1940， S.56. 
aiJ塩井昭安援助と「財政自主権ム「経済論叢 i第四6巻第4号，毒照.
